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要旨：200B年度から麻疹・風疹定期予防接種の対象者に高等学校Ｂ年生に相当する年齢の

者が加えられた。本学では２００９年度入学生に対して接種証明書の提出を要請し，その効果

を検討した。

2○○Ｂ，２００９年度入学生には入学式前に麻疹等感染症の既往歴，予防接種歴に関する調査

票を送付し，入学時に回収した。また，２００９年度入学生には証明書の提出を要請した。入

学後に実施した麻疹抗体検査の結果を両年度で比較した。

2009年度入学生195名中1Ｂ２名（９３Ｇ％）から証明書の提出があった。感受性があると

考えられるlgG-ElA値がＢ未満，あるいは１０未満の学生は，ｅＯＯＳ年度入学生2○4名中で

Ｂ未満：２７５％，１０未満：Ｓ４２％に対し，２００９年度入学生でＢ未満：１０．３％，１０未

満：１９．５％と有意に減少した。証明書を提出した旧2名のうち|gG-ElA値がＢ未満の者が

1Ｓ名（９９％)，１０未満の者がＧ５名（１９２％）存在した。なお，接種から検査までの期間

はＢ未満では１フｇ～ｅフｇ日１０未満では９１～３７９日であった。

高等学校３年生に相当する年齢の者が定期接種の対象となったことに加え，証明書の提出を

求めたことで感受性者の割合が有意に減少したものと考えられた。一方，予防接種でも抗体値

が上昇しない者が一定数いた。これらの学生にどのような指導をするかは今後の課題である。
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はじめに

2007,2008年の春から夏にかけて１０歳代およ

び20歳代を中心に麻疹が流行し，これらの年

齢層を学生として抱える大学では，患者発生

時に休校の措置をとるなど大きな問題となっ

たＬ2.3)。このような状況を踏まえ，2008年度

から５年間に限り，麻疹・風疹（ＭＲ）ワクチ

ンの定期予防接種対象者に中学校１年生に相当

する年齢の者（３期）と高等学校３年生に相当

する年齢の者（４期）が加えられた。全国の多

〈の大学では入学前に麻疹の予防接種を受ける

ように勧奨しているが'･4)，本学でも2009年度

の入学生に対して，入学前の第４期麻疹・風疹

予防接種を勧め，その確認のため証明書の提出

を要請した。本学では2008年度から，原則入学

生全員の麻疹坑体値を測定するほか，麻疹の既

往歴，予防接種歴の調査を行っている。そこ

で，2008年度入学生と2009年度入学生の麻疹坑

体値を比較して，第４期麻疹・風疹予防接種の

効果について検討した。
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